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研究の概要（２００～３００字で記入、図・グラフは使用しないこと） 

本研究の目的は、生命倫理学における共同体主義の議論を参照することで、コミュニテ

ィ当事者間によって新しいコミュニティを構想するための理念の醸成と共有を促す具体的

な知見を提供することである。具体的には、持続可能な社会という視点から「意図的に形

成されたコミュニティ」の調査研究を行い、その結果に基づき復興支援のための具体的知

見を提供する。これは急激な社会環境や自然環境の変化にも柔軟に対応できる力や日常の

暮らしを地域に根差して自律的に営んでいくことを目指す方向性の検討を生命倫理の課題

ととらえ、復興支援策を被災当事者とともに構想し提案するための方法論を明らかにする

ことを目的とした研究である。  
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研究【経過・成果】の概要（図･グラフ等は使用しないこと。） 

2012 年度は以下 3 点についての研究を行った。 

 

１．海外エコビレッジ調査および震災後形成されたコミュニティ訪問調査  

１－１．海外エコビレッジ調査  

   ア ジ ア 、 オ セ ア ニ ア 地 区 の 連 絡 会 で あ る GENOA（ Gloval  Ecovi l lage  Network 

Oceania  and Asia )に参加し、オーストラリア、バングラデシュ、カンボジア、イン

ド、ネパール、フィリピン、スリランカ、韓国、タイにおける持続可能な暮らしに

向けての実践状況および課題について調査した。その結果、いずれの国においても

具体的な実践として、パーマカルチャー運動（地域の環境や伝統文化と調和した農

法）、有機農業運動、伝統農法実践がみられるが、オーストラリア、韓国、日本の 3

か国（ OE CD 加盟国）においては、これらは従来のライフスタイルの代替案として

提示され、実践されているのに対して、他の国々においては厳しい経済、自然条件

の中での一つの有力な有効かつ即効性のある方法論として位置づけられていること

が明らかになった。しかし、課題としては先進国による経済的な補助に頼っている

ため事業の継続性の面で不安定であることが挙げられていた。  

１－２．震災後形成されたコミュニティ（エコビレッジ）訪問調査  

   2004 年 12 月 26 日 の 起 き た ス マ ト ラ 島 沖 地 震 の 津 波 被 害 に あ っ た カ ル タ ラ

（ Kalutara）地区沿岸部に住んでいた住民は高台で復興後の生活を再建することに

なった。その際、新たな居住区はエコビレッジとすることがパイロットプロジェク

トとして計画された（ダムニヤガム（ Danmiyagama）エコビレッジ）。この計画は、

スリランカの NGO であるサルボダヤ（ Sarvodaya  Shramad ana Society）により主

導され、国連環境計画（ UNE P）や米国国際開発庁（ USAID）等による資金援助を

得て実施された。当プロジェクトを担当したサルボダヤ職員および、ダムニヤガム

在住の住民にインタビュー調査を行った。その結果、当エコビレッジでは新たに移

住してきた人々の間で交流が促進されるように共有スペースが多く作られ、地域の

課題は地域に住む人々が話し合って解決できるような仕組みが意識的に作られてい

ることが分かった。一方で移住してきた住民の多くは漁師だったため、震災後は転

職を余儀なくされ、ダムニヤガムは高台にあり仕事のある都市部からも離れている

ため不便であるとの意見が聞かれた。  

 

２．国内エコビレッジ調査  

   以下の実践についての情報を収集した。  

   共働学舎：長野県、メノビレッジ：北海道、木の花ファミリー：静岡県、アズワン

コミュニティ：三重県、那須 100 年コミュニティ：栃木県、ゴジカラ村：愛知県、

トランジション運動  

   その結果、都市型－農村型を一つの軸、新規形成型 ―伝統踏襲型をもう一つの軸と

して 4 象限を作り上記の実践を分類することで、象限ごとに共通する特徴、課題、

可能性があることが示唆された。次年度この差異をより詳細に調査することで、多

様な地域性を有する復興支援事業において参考になる視点を提示すること可能にな

ると思われる。  

 

３．バイオエシックス（生命倫理学）の議論における自然観についての文献調査  

   生命倫理学におけるコミュニタリアニズム議論において、自然がどのように位置づ

けられてきたのかについて文献調査を行った。その結果、自然環境をもコミュニテ

ィの一部としてとらえる環境倫理学の主張と共通する問題意識がバイオエシックス

を最初に提起した F. Jahr の議論にはあったことが明らかになった。  
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